
 

 

 

 

 

 

 

 6月 4日（火）、『ひだまりの会』の皆さ

んに、本年度の第 1回目の読み聞かせをしていただきま

した。本に見入って、お話に耳を傾けている子どもたち

は、この読み聞かせが大好きです。『ひだまりの会』は、

主に本校の保護者で構成されるボランティアの皆さん

で、読み聞かせの他に、パネルシアター等の企画もされ

ています。読み聞かせは、毎週火曜日の朝 8時 15分か

ら 8 時 30 分までの 15 分間、1，2，3 年の低学年と

4，5，6年の高学年に隔週で交互にしていただいていま

す。子どもたちに本に親しんでもらえるようにと、本選びからお話の仕方まで、工夫

しながら読み聞かせをしていただいています。 

本校では、子どもたちに「身に付けさせたい資質・能力」に「学ぶ（できる、わか

る、考える）喜びを感じ、進んで学習に取り組むことができる。」を挙げています。

そのベースとして本を読むことの大切さを教職員で共通理解し、「児童が 1年間に読

む本の冊数 40 冊以上（１ヶ月平均３．４冊）」を成果指標として設定しています。

本を読むことで、読む力、書く力、話す力はもちろん、想像力や思いやりの心までも

育むことができるのです。読み聞かせをしていただくことで、子どもたちの本への興

味関心が高まり、これからもきっと多くの本好きの子が育ってくれると考えていま

す。ご家庭でも、読み聞かせや読書タイム等、読書に関する時間の共有を親子でして

みませんか？１日１０分、１５分のわずかな時間が、子どもの成長にとって大きなプ

ラスとなります。 

 

 

 

本運動は、３７年間続いているもので、今回は、昨年度実施

した甲佐町立龍野小学校から花の種を受け継ぎました。 

おいでになった人権擁護委員上益城部会長の上松美智子様

は、「皆さんが愛情いっぱいに育ててもらったように、花を愛情

いっぱいに育ててください。花とともに自分の心も育てていき

ましよう。」とお話をされました。その後、嘉島町の委員、服部

秀月様、飯田鋭之様、牛嶋たけ子様、西川英二様他から、花の種やプランターが児童

に手渡されました。最後に児童を代表して６年の東矢亜輝さんが「今日いただいた種

を大事に育て、日本中に私たちの気持ちを届けたい。」とお礼の言葉を述べました。 

今後、全校で花を育て、１１月には、花からとれた種を風船に付けて飛ばすイベン

トを計画しています。 

読み聞かせ楽しいよ！ 
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本年度は、２４名の会員がいら

っしゃるそうで、それぞれの御

都合に合わせて交代で来てい

ただいています。 
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命の種のリレーを！ 


